
■再編等に関する実施計画（案）

令和７年　月

施設棟番号

施設分類 大分類 中分類 小分類

施設名称

所在地

延床面積（㎡） 建築年度 平成１１ 経過年度 ２６

計画期間

Ｇ－３ 所管部署 健康福祉部 高齢者支援課 高齢者支援係

保健・福祉施設 高齢福祉施設

五日市センター

あきる野市舘谷台１７ 敷地面積(㎡) ２，７４０．２２

５４２．２９ 構造 ＲＣ造

令和８（２０２６）年度～令和１７（２０３５）年度

資料６

①事業の概要

設置根拠：老人福祉法、あきる野市高齢者在宅サービスセンターの設置及び管理に関する条
例
対象者：介護を必要としない高齢者
設置目的：老人福祉法に基づく、老人福祉の増進を図るため、利用者に対し、センターでの
事業を通じて、高齢者の心身機能の維持向上、社会的孤立感・閉じこもり・うつ等の解消、
自立生活の助長、要介護状態への進行を予防することを目的とする。
サービスの概要：高齢者生きがい活動支援通所事業（必須事業）に加え、自主事業であるげ
んき応援事業などの実施により、趣味・生きがい活動や食事サービス、各種教室・講座、体
幹トレーニング、健康マージャンなどが行われている。

②事業の現状

延べ利用者数　　 高齢者生きがい　　　げんき応援事業　　 　　　委託料
　　　　　　　　活動支援通所事業
令和５年度　　　　１，８５２人　　　　４，４８５人　　　１５，４９８，０００円　
令和６年度　　　　２，０６３人　　　　４，７９７人　　　１５，４９８，０００円　　　　　　　　　　
指定管理者　医療法人財団 暁　令和５年４月１日から令和１０年３月３１日まで
・利用者数は、新型コロナウイルス感染症による一時的な減少があったものの、自主事業の
取組や高齢者人口の増加に伴う対象者の増加もあり、ここ数年増加傾向にある。

③将来的な事
業のあり方
（方向性）

・当該施設は、自立した高齢者の心身機能の維持向上などを目的に事業を進めていることか
ら、市の地域包括ケアシステムを構成する一つの施設として位置付けている。
・今後、高齢者の増加が見込まれる中で、引き続き、当該施設の位置付けは、重要なもので
ある。

④事業の課題
・今後、高齢者の増加が見込まれる中、当該施設の需要へ対応していく必要がある。
・全国的に不足する介護人材の状況を踏まえ、引き続き、その動向を注視しながら、指定管
理者の候補者の選定をしていく必要がある。



⑩計画実行に当
たっての留意事
項

⑪計画実行後の
課題

建替え 又は

長寿命化改修

【方向性】 （同時に行う対応）
移転・複合化 廃止
【再編方針】 【修繕・改修】

想定実施年度 想定対策内容 想定実施年度 想定対策内容

令和８年度以降
・再編等の方向性に沿った具体
的手法の検討

令和８年度以降
・未定
（再編等の方向性に沿った具体的手
法による）

・二宮考古館・五日市郷土館（郷土館）、五日市
図書館、五日市センター、五日市地域交流セン
ター、五日市会館、五日市保健センターの保健相
談センター以外の機能を集約化・複合化・多機能
化する位置は、「現五日市地域交流センター、現
五日市会館及び現五日市保健センターの敷地」を
想定
・市役所五日市出張所の機能は、現状維持しなが
ら、五日市地域交流センターなどの施設全体の再
編等に合わせ、位置を検討
・集約化・複合化・多機能化する施設は、現在の
建物の活用・転用、新たな建物の整備を想定
・五日市センターの建物は、廃止する予定

－

ー －

⑤個別施設計画
における施設の
再編等の方向性
（令和３年６月
時点）

再編等の方向性 現状維持／移転・複合化

保全の方向性及
び実施時期の目
安

大規模改修 令和１１ 令和４１ 長寿命化後の建替え 令和６１
(参考)建替え時

築年数 ８０

利用対象 市民一般 ・介護を必要としない高齢者向け施設

需要傾向 利用需要上昇傾向
・高齢者の増加に伴い、今後さらに需要が上昇するこ
とが予想される。

規模適正度 規模適正 ・定員超過による受入れ拒否などは発生していない。

多目的利用検討可能 ×

複合化・集約化によるサービス
水準の向上が期待される 〇

設置目的と異なる使用状況あり ×

単独機能での建物利用が望ましい △

賃貸借物件での運営も可能（市有物件
での運営は必須ではない） ×

投票所機能 ×

避難所機能 ×

敷地所有 市有地

都市計画法規制 市街化区域 ・用途地域：近隣商業地域

利用圏域 その他 ・日常生活圏域（西部圏域）

広域化可能性 検討不可
・市内高齢者の介護予防のための施設であることから
検討していない。

機能重複度

利用圏域に同種・類似施設がある
（民間施設） ×

・介護を必要としない高齢者に対し、送迎、食事付き
で生活指導・相談、趣味活動の提供を実施している施
設はない。

利用圏域に同種・類似施設がある
（国・都・市施設） ×

利用圏域に同種・類似施設はない 〇

⑦施策との関連
性

関連施策
第２次総合計画の重点施策（ｐ６４）
第９期あきる野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（ｐ４６）

説明 第２次総合計画の重点施策である高齢者のフレイル予防のために必要な施設である。

・二宮考古館・五日市郷土館（郷土館）、五日市
図書館、五日市センター、五日市地域交流セン
ター、五日市会館、五日市保健センターの保健相
談センター以外の機能等を１拠点に集約化・複合
化・多機能化

・再編するまでの間、施設の老朽化や定期的な点検・
診断結果に基づき、実施する。

⑨計画実行のス
ケジュール

⑥再編モデル案
検討のための施
設特性整理

備考

建物活用
・指定管理施設であり、ほかのサービスと複合化する
場合には配慮が必要である。

⑧再編等の方向
性及び修繕・改
修等の考え方


